
　わが国においても出産と乳幼児の育児には多くのリ
スクが伴いますが、開発途上国ではもっと頻繁に母子
の命を守ることができない事態が発生します。現在、
栄養失調や不十分な医療・衛生のために亡くなる5
歳未満の子どもは年間世界で7百万人と言われ、また
産前・産後の医療体制の不備で亡くなる妊産婦も特
に開発途上国を中心に多数あると聞きます。ロータ
リーはこのような子どもと母親の命を救う活動に力を
入れており、教育・予防接種・お産キット・移動診療
所等を提供し、母親たちへは子どものエイズ感染予防
法・母乳の与え方・健康管理の方法を学ぶ講習を実
践・奉仕しています。また、妊産婦が産前・産後に
適切な医療を受け、訓練された保健従事者のサービ
スを受けられれば、これまでは死亡していた妊産婦の
80％は救えるとの調査もあり、教育と専門家の育成支
援も重要であるとされています。

　RIのHPによれば、ナイジェリアのRI9125地区とド
イツのワイゼンブルグRCの提唱により、母子の死亡
率が世界で2番目に高かったナイジェリアで、長年に
わたる産科医療と助産術の高度化教育とそのための
施設を提供するなどにより、妊婦死亡率を60％減ら
すことに成功し、同時に出産が長時間にわたることに
よって引き起こされる女性への障害を予防する教育や
治療を続けて、大きな成果をあげています。また、同
時に衛生向上のための水施設や蚊帳の提供に加え、
女性の生計手段を支える小口融資制度も整備して、
女性の経済的自立を可能としています。このプロジェ
クトは、元薬品会社役員でドイツのPDGであるロー
バート・ジンザーさんが、自分の経験に基づいて考案
し、率先して奉仕実践したものだそうです。
　ロータリー財団と東アフリカのアガ・カーン大学が
協力して、看護専門家に奨学金を支給して同大学の
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キャンパスで母子の健康向上を目指すスキルと知識
の教育活動を支援しています。ロータリーからは奨学
生一人に対し約14千ドルが提供され、授業料・居住
費・教科書代等に充てられます。ウガンダからこの事
業に第一期生として参加したアウォーさんは、南スー
ダンの紛争地域で働いていた時に、適切な医療が提
供されないことで母子の健康に大きな支障が出る事
例を多数見てきたそうです。この経験から同大学で看
護師の資格と看護学の学士号を取得して優秀な成績
で卒業した後、地域の母子の健康向上に貢献してい
ます。また、この事業ではウガンダのロータリアンが

コーディネーターとなって、学生の個人指導に当たり、
学生の自信を高め、職業人としての意識教育や、ロー
タリーの「奉仕の心」を学生に伝えることに協力してい
るそうです。
　幸いにも、日本では出産前後に母子の健康に支障
が出ることは現在では極めてまれであり、仮にあって
も迅速な対応で事なきを得ることが多いのですが、世
界ではまだまだ教育や施設の充実が必要とされてい
るところがたくさんあります。母子の健康を改善する
ために、ロータリアン各位が温かい「GIFT」となってく
ださることを心からお願い申し上げます。
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　幸いにも、日本では出産前後に母子の健康に支障
が出ることは現在では極めてまれであり、仮にあって
も迅速な対応で事なきを得ることが多いのですが、世
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　2月6日と7日の両日、標記の合同オリエンテー
ションが開催されました。今回は第2670地区（四国）
の主管で行われ、当第2690地区からは、受入学生の
ジェイドさん（岡山東RC・アメリカ第6990地区推薦）、
派遣予定学生の高野玲奈さん（倉吉RC）、岩世岳大君

（倉吉東RC）、福光莉子さん（松江東RC）、松下天風
君（児島RC）、ROTEX（帰国学生）2名、池上 正地区
ガバナーノミニーを含む青少年交換委員8名が参加
しました。
　最初に、主管の第2670地区の山田戒乗地区ガバ
ナーから、「明確な目的意識を持っていれば、回り道を
してもかえって良い人生が送れる」と激励のご挨拶が

ありました。
　オリエンテーションでは、1966-67年に交換学生と
してアメリカに留学した経験があり第2810地区青少
年交換委員長も務められた若林洋一氏、NPOテラ・
ルネサンス創設者の鬼丸昌也氏、公益社団法人Civic 
Force事務局長の根木佳織氏から、ロータリークラブ
の理解、留学の目的・心構え、どんな準備が必要か、
成功させるために何が必要か等についての講義があ
りました。また自己紹介の中で、当地区の派遣予定学
生から、自分の夢や目標が力強く語られました。
　夕食後、学生たちが特技を交えて自分をアピール
する時間があり、高野玲奈さんは英語と日本語で「ふ
るさと」を熱唱。福光莉子さんは英語で自己紹介をし
た後、英語の歌を披露しました。受入学生のジェイド
さんは、ホワイトボードに3色のマジックを使って上手

青少年交換・中四国3地区合同オリエンテーションを開催
青少年交換委員会委員長

仁木　壯 　国際ロータリー第2690地区第７グループのイン
ターシティミーティングが、「もうちょっとロータリー」を
テーマに1月31日（日曜日）開催されました。この
テーマは今までよりもう少しロータリーの活動を広め
ようという意味が込められています。
　佐藤芳郎地区ガバナー、元RI理事の渡辺好政様を
はじめ多数のご来賓、また第７グループ各クラブの会
長・幹事・多数のロータリアンの皆様方をお迎えして
のIM開催でした。IM開催に当たり、ご協力をいただ
きました各クラブの会長・会員の皆さま、実行委員会
の皆さまに、心より御礼申し上げます。
　当日のソングリーダーをお務めいただきました中島
会員は、児島東ロータリークラブのチャーターメン
バーであり、90歳の誕生日を迎えられて、対外的な
活動は今回のIMで最後ということで、頑張って、タク
トを振っていただきました。また、佐藤地区ガバナー
より特別表彰・各会長あての感謝状が贈られ大変好

評でした。
　IMの 目 的　“会 員 相 互 の 親 睦と面 識を 広 め”　
“ロータリー情報を伝える”とともに“立派なロータリア
ンの養成の場”　ができたかどうかは疑問ですが、プ
ログラムに沿って、懇親会も含め、無事に終了するこ
とができました。
　佐藤地区ガバナーはロータリーの公共イメージの
向上を今年の目標テーマの一つに挙げられていす。
その趣旨に沿って “FMくらしき”での第７グループ８
クラブの「ロータリークラブ通信」という番組を収録・
放送を行っています。昨年10月より毎月１回、各ク
ラブの会長・幹事様と30分番組で各クラブのコマー
シャルを放送しています。現在８クラブ中、５クラブ
の収録と放送が行われました。残り３クラブの会長・
幹事様とも随時、収録・放送していく予定です。６月
には佐藤地区ガバナー、塚本地区代表幹事と私の３
人でエンディング放送を行う予定です。

インターシティミーティングを終えて

第７グループガバナー補佐

藤原 健一

に猫の絵を描き、大きな拍手を浴びました。ROTEX
の長谷川舞さん（高梁RC）と伊藤香織さん（倉吉RC）
は、後輩たちに貴重なアドバイスをしてくれました。
　最後に、若林先生の講評で「モチベーションは十分
なので、自信を持って臨んでほしい」と激励の言葉が

ありました。派遣予定学生にとって、留学への決意を
新たにする有意義なオリエンテーションとなりました。
　なお、NHKの取材があり、研修の様子やエクス
カーションの様子が2日にわたりテレビニュースで放
映されました。
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　国際ロータリー第2690地区第10・第11グループ
インターシティミーティングを2月7日（日）14時から

「地域のためのロータリー」というテーマのもと、玉野
RC、岡山丸の内RCをホストとし340名の会員参加に
て、岡山コンベンションセンターで開催いたしました。
　来賓として、第2690地区延原正パストガバナー、
鳥居滋パストガバナー、庄司尚史地区ガバナーエレク
ト、下山宏昭第10グループ次期ガバナー補佐、奥村
二郎第11グループ次期ガバナー補佐のご出席をいた
だきました。
　佐藤地区ガバナーの開会のあいさつに先立ち、公
共イメージの向上に貢献した岡山南RCの岡山シティ
エフエム、レディオMOMOの長尾幸次郎会員が表彰
され、また第10・第11グループの各会長にも感謝状
が贈呈されました。
　特別講演は、玉野市出身で、お茶の水女子大学名
誉教授　土屋賢二先生に「危険な思い込み」という演
題でユーモアを交え、人それぞれの思いは一面的だ
けでなく、さまざまな考え方があるとお話しをいただ
きました。
　その後、「地域のためのロータリー事例発表」では、
岡山旭川RCによるわがクラブの奉仕事業、岡山中央
RCによる「石井十次記念館と児童養護施設・新天地

育児院を訪問して、石井十次先生の足跡を知る研修
会と机の寄贈」プロジェクト。玉野RCによる「玉野人
物風土記」刊行について。岡山城RCによる小中学生
とともに学び親しむ吉備の古代史と和太鼓。岡山岡
南RCによる楽しく！元気に！親子で学ぶ交通安全教室。
岡山西南RCによる「おかやまUFE（ウーフェ）」の地域
精神保健福祉活動に対する協賛と支援。以上6クラ
ブによる特色のあるすばらしい活動の発表がありまし
た。各RCでいろいろな活動に努力されていることが、
参加された会員全員理解できたのではないかと思い
ます。
　この活動が本年度のRIのK.R.ラビンドラン会長の

「世界へのプレゼントになろう」のテーマに、また、佐
藤地区ガバナーの「公共イメージの向上」というテーマ
に近づけたのではないでしょうか。
　今後ますます地域のためのロータリー活動が活発
になることを願っております。
　懇親会は、玉野RC富永護ホストクラブ会長の開宴
の挨拶に続き、佐藤地区ガバナーの乾杯で始まりまし
た。軽快なジャズバンド演奏を聞きながら、1時間半
の懇親会は和気あいあいのうちに進み、恒例の手に
手つないでを歌ってお開きになりました。
　このIMは、参加したロータリアンの皆さんにとって、
大変有意義なものであったと自負しております。ご来
賓の皆さま、全員登録で盛り上げていただいた第
10・第11グループの各クラブロータリアンの皆さま、
心よりお礼を申し上げます。

第10・第11グループIM報告

第 11 グループガバナー補佐

小林 茂則

　去る2月20日（土）ホテルモナーク鳥取にて当クラ
ブ創立記念式典、講演会、祝賀会を開催いたしました。
　記念講演では「博多の歴女」こと白駒妃登美氏が、
いろいろな歴史エピソードや自らの体験を重ね合わせ
ながら、「志は自分が死んでも受け継がれていくもの。
その意味では日本の歴史は志のリレー。」と熱く語り、
参加者の多くが「感動した」「涙が出た」と語るなど周年
行事にふさわしい講演となりました。
　続いて行われた記念式典では、ご来賓として地区ガ
バナー佐藤芳郎様、第1グループガバナー補佐野間
田節雄様、鳥取県岩美町長榎本武利様をはじめ、第1
グループの会長幹事様にご臨席賜わり、盛況のうちに
無事終えることができました。
　また15年前から姉妹縁組を結び、いろいろな形で
交流させていただいています高知北ロータリークラブ
からも、会員そしてご家族21名の方が参
加され、大いに華を添えていただきました。
　当クラブ は1961年（昭 和36年）鳥 取
ロータリークラブをスポンサークラブとし
て国際ロータリー創立と同じ日の2月23
日、30名の会員で創立されました。国際
ロータリー創立111周年にあたる今年、
奇しくも約半数の55周年を迎えることが
できましたのも、各ロータリアンの皆さま
のご協力の賜物と深く感謝する次第です。
　記念事業といたしまして岩美町の道の
駅、きなんせ岩美に観光写真パネルを寄

付いたしました。鳥取市の東隣にあります岩美町は
「住みたい田舎」ランキングで全国1位。山陰海岸ジ
オパークがユネスコの正式事業となったり、トワイライ
トエクスプレス瑞風の停車駅にも決定、と今鳥取県で
一番フォローの風が吹いている町です。観光の一助
となれば、とお贈りした次第です。
　祝賀会は佐藤地区ガバナーはじめご来賓の方39名、
出席会員・事務局43名合計82名で盛大に開催され
ました。
　鳥取バロックアンサンブルのオープニングコンサー
ト、入江宏一パスト会長の謡、高知北クラブ会員さま
などのカラオケ等、和気あいあいとした雰囲気の中、
60周年に向けて新たな決意を固めた次第です。
　今後とも皆さま方のさらなるご指導、ご鞭撻をお願
いいたしましてご報告といたします。

鳥取北ロータリークラブ会長

坂根　徹

鳥取北ロータリークラブ創立55周年記念式典を終えて

日時：2016年1月24日（日）10：30～12：00
会場：ANAクラウンプラザ岡山　１F花葉の間

第3回ガバナー補佐会報告
〈報告事項〉
①IM開催内容について　②2015-16年度 第2690地区組織図について　③行事予定について　④クラブセント
ラル入力について　⑤米山奨学生について　⑥ソウル国際大会500名登録完了について
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高橋　章
出雲中央RC

5

山根一生
出雲中央RC

5

矢田信一
出雲中央RC

6

小林剛一
美作RC

1

米山記念奨学会への寄付
米 山 功 労 者

金津初男
出雲中央RC

古瀬倶之
出雲中央RC

7 2

福田健吉
出雲中央RC

6

ク ラ ブ 普 通 寄 付
倉吉 RC、鳥取北 RC、米子 RC、松江しんじ湖 RC、出雲中央 RC、
新見 RC、赤磐 RC

ク ラ ブ 特 別 寄 付
61,200 円（新会員寄付、米山ランチ）
22,800 円（米山ランチ）

出雲中央RC
笠岡東RC

特 別 寄 付 を い た だ い た 方 々
安陪幸伸、荒田潤之介、藤田泰央、浜田重喜、平田奏一郎、影井喜代次、亀井　長、川居　亘、駒井重忠、熊田一隆、
増田朋和、松下光昭、道田章仁、森原　強、森本雅義、森下和人、村上泰亮、中川琢三、中尾修治郎、西垣藤雄、
西垣佳則、小椋智好、大佐古弘之、坂本　治、佐々木知啓、田中　清、谷岡　浩、植田史郎、宇野次典、若松道明、
山本哲己、山根　勝、横山秀樹、吉田　修
山本幹雄、阿川嘉明、荒木光治、浅津博行、朝山　裕、朝山一玄、布野規子、日野幹雄、平田誠二、廣原俊平、堀江卓史、
池淵俊雄、今岡余一良、石橋尚子、石橋慶一、伊藤　浩、伊藤直子、金山　均、岸　篤彦、北脇樹二、小林和夫、
児玉　治、宮本　享、森山　勝、永田　泊、中村裕一、岡　英司、迫田健司、塩野和正、高橋英一、鳥屋尾恭一、
内田政智、山口孝之、山本和正、山代裕始、吉田禅教
尾藤嘉記、福田龍男、加藤清一、木下勝美、小林喜久雄、小林柾弘、三上幸恵、宮本英基、森　和子、長尾　憲、
名越博波、中村浩吉、西村　誠、信長　充、阪本司郎、柴田政伸、柴田卓志、鈴木　香、田原隆盛、植木隆光 

鳥取中央RC

出雲中央RC

新見RC

ク ラ ブ 年 次 寄 付
11.00 ドル

100.00 ドル
116.32 ドル

（新会員寄付）
（ミリオンダラーミール）
（ミリオンダラーミール）

倉吉東RC
新見RC
倉敷南RC

575.00 ドル
3,083.33 ドル

（ミリオンダラーミール）
（その他）

岡山RC
玉野RC

年 次 寄 付 にご 寄 付 い た だ い た 方 々
岩崎元孝、前田六仁、尾西正人、高木和豊   
岩岡三男、岩崎　浩、岩崎　稔
古津弘也、菅野　紘、永島一雄、田中正彦、明治安田生命 山陰支社 150 ドル    
尾藤嘉記、福田龍男、森　和子、長尾　憲、名越博波、阪本司郎、柴田政伸、鈴木　香、小林喜久雄、小林柾弘、三上幸恵、
中村浩吉、西村　誠、信長　充、田原隆盛、植木隆光
秋山政徳、稲葉伸次、浮田佐平、江見正暢、小原茂揮、小原冨治雄、勝山　敏、神﨑信輔、菅田　茂、苅田裕也、清田寂順、
櫻井健一、笹井茂樹、寳多英代、只友世毅子、田中勝子、中島壮太、額田雅之、馬場　茂、真木秀高、豆原直行、森田　睦、
山岡道博、山田英生、山本俊彦、吉田憲治、吉田縉史、吉田誠五
本多正明、矢野良幸
赤木　匠、秋山義信、浅海淳一、土井基之、福光富則、居森正而、犬養吉晴、岩根宏行、片山康雄、川本平山、小坂和也、
國貞繁樹、丸山夏樹、松井浩明、宮﨑雅史、中村善一、岡本営松、岡村和則、大角雄三、大手悟郎、眞田信二、芝田堅志、
高山雅之、谷本光音、鳥越貞成、内山満義、内海睦雄、吉田啓一、古和　聡

倉吉東RC
米子東RC
松江南RC
新見RC

津山RC

津山中央RC
岡山後楽園RC

ポリオプ ラス にご 寄 付 い た だ い た 方 々
福間邦夫、石田晴吾、岩永邦夫、岩成健治、金山冶正、川上好之、北島清秀、北島建孝、小池隆男、洪　淳永、前島健二、
室家隆一、中島孝晃、中島雄三、西尾　崇、小田川博俊、千家尊祐、曽田利広、手銭正之、手銭盛隆、上野良亮、山崎茂樹、
吉田博晴、吉川良一、岩石秀一、加藤幹夫、小池　浩、森山信雄、小川美樹、和田晶夫、渡部卓史、山根俊二、渡部　稔、
川角直人、竹並一人、草谷ちあき、小田基明、春日英寿、廣澤　努、鶴見純平、石部厚夫、野村広子、林　孝宣、松浦克美、
山崎充史、大隅正弘、田邊達也、石田　健、木村健治、高橋　豊、小村淳浩、成相智久、山本成二、錦織和雄、糸賀　巧、
山崎理恵
土井基之、福島正春、松井浩明、岡本営松

大社RC

岡山後楽園RC

クラブポリオプラス寄付
100ドル
1,500ドル

大社RC
浜田RC

新会員のご紹介
地 区 だ より【2016年❷月】

椿　幹子
津山西RC

高旗博文
岡山備南RC

常安亮次
玉野RC

清水英樹
児島RC

三島一男
出雲南RC

松井修一
出雲RC

鷲澤美紀
境港RC

廣谷直樹
鳥取北RC

田中弘之
岡山中央RC

坂根　裕
鳥取北RC

山崎理恵
大社RC

室﨑拡勝
江津RC

原田一成
笠岡RC

植月芳夫
津山中央RC

末田敬三
津山中央RC

ロータリー財団への寄付

田原茂穂
新見RC

加藤清一
新見RC

原田明成
出雲南RC
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河本秀生
津山RC

2

伊澤正信
岡山南RC

6

藤井雅司
牛窓RC

2

服部恒雄
牛窓RC

4

野間田節雄
倉吉東RC

福代新治
出雲南RC

坪井俊郎
岡山東RC

大口寄付者
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メモリア ル ・ コントリビュー タ ー
米子南RC　前田壽美 がご母堂 前田絃子　のために

日時：2016年2月14日（日）10：30～12：00
会場：米子コンベンションセンター 6F 第8会議室

第４回諮問委員会報告
〈協議事項〉
①（WCS）地区世界社会奉仕委員長の森田昭一郎パストガバナーより地区世界社会奉仕事業について、出雲RCの申

請のとおり実施に取りかかることで承認された。

〈報告事項〉
１．地区ガバナー事務所より報告

①庄司 尚史地区ガバナーエレクトより国際協議会報告　②米山奨学生選考結果について　③2015-16年度 
第2690地区組織図について　④行事予定について　⑤台湾南部地震災害に対し地区として義捐金のとりまと
めはしないとの報告　⑥国際大会地区目標500名の登録完了の報告

２．地区ロータリー財団事務所より報告　　　　　　　　　   ３．庄司尚史 地区ガバナーエレクト事務所より報告

訃　報 謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈りします。

蜂谷俊夫
岡山西南RC

逝去日／2016年2月25日
享　年／90
入会日／1969年4月7日

安井昭夫
倉敷RC

逝去日／2016年2月9日
享　年／86
入会日／1996年5月30日

後藤大典
児島東RC

逝去日／2016年2月20日
享　年／88
入会日／1973年10月15日

境港ロータリークラブのホームページを
リニューアルし、URLが下記の通り変更に
なりました。  

http://sakaiminato-rc.com/

■ お 知 ら せ
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高橋　章
出雲中央RC

5

山根一生
出雲中央RC

5

矢田信一
出雲中央RC

6

小林剛一
美作RC

1

米山記念奨学会への寄付
米 山 功 労 者

金津初男
出雲中央RC

古瀬倶之
出雲中央RC

7 2

福田健吉
出雲中央RC

6

ク ラ ブ 普 通 寄 付
倉吉 RC、鳥取北 RC、米子 RC、松江しんじ湖 RC、出雲中央 RC、
新見 RC、赤磐 RC

ク ラ ブ 特 別 寄 付
61,200 円（新会員寄付、米山ランチ）
22,800 円（米山ランチ）

出雲中央RC
笠岡東RC

特 別 寄 付 を い た だ い た 方 々
安陪幸伸、荒田潤之介、藤田泰央、浜田重喜、平田奏一郎、影井喜代次、亀井　長、川居　亘、駒井重忠、熊田一隆、
増田朋和、松下光昭、道田章仁、森原　強、森本雅義、森下和人、村上泰亮、中川琢三、中尾修治郎、西垣藤雄、
西垣佳則、小椋智好、大佐古弘之、坂本　治、佐々木知啓、田中　清、谷岡　浩、植田史郎、宇野次典、若松道明、
山本哲己、山根　勝、横山秀樹、吉田　修
山本幹雄、阿川嘉明、荒木光治、浅津博行、朝山　裕、朝山一玄、布野規子、日野幹雄、平田誠二、廣原俊平、堀江卓史、
池淵俊雄、今岡余一良、石橋尚子、石橋慶一、伊藤　浩、伊藤直子、金山　均、岸　篤彦、北脇樹二、小林和夫、
児玉　治、宮本　享、森山　勝、永田　泊、中村裕一、岡　英司、迫田健司、塩野和正、高橋英一、鳥屋尾恭一、
内田政智、山口孝之、山本和正、山代裕始、吉田禅教
尾藤嘉記、福田龍男、加藤清一、木下勝美、小林喜久雄、小林柾弘、三上幸恵、宮本英基、森　和子、長尾　憲、
名越博波、中村浩吉、西村　誠、信長　充、阪本司郎、柴田政伸、柴田卓志、鈴木　香、田原隆盛、植木隆光 

鳥取中央RC

出雲中央RC

新見RC

ク ラ ブ 年 次 寄 付
11.00 ドル

100.00 ドル
116.32 ドル

（新会員寄付）
（ミリオンダラーミール）
（ミリオンダラーミール）

倉吉東RC
新見RC
倉敷南RC

575.00 ドル
3,083.33 ドル

（ミリオンダラーミール）
（その他）

岡山RC
玉野RC

年 次 寄 付 にご 寄 付 い た だ い た 方 々
岩崎元孝、前田六仁、尾西正人、高木和豊   
岩岡三男、岩崎　浩、岩崎　稔
古津弘也、菅野　紘、永島一雄、田中正彦、明治安田生命 山陰支社 150 ドル    
尾藤嘉記、福田龍男、森　和子、長尾　憲、名越博波、阪本司郎、柴田政伸、鈴木　香、小林喜久雄、小林柾弘、三上幸恵、
中村浩吉、西村　誠、信長　充、田原隆盛、植木隆光
秋山政徳、稲葉伸次、浮田佐平、江見正暢、小原茂揮、小原冨治雄、勝山　敏、神﨑信輔、菅田　茂、苅田裕也、清田寂順、
櫻井健一、笹井茂樹、寳多英代、只友世毅子、田中勝子、中島壮太、額田雅之、馬場　茂、真木秀高、豆原直行、森田　睦、
山岡道博、山田英生、山本俊彦、吉田憲治、吉田縉史、吉田誠五
本多正明、矢野良幸
赤木　匠、秋山義信、浅海淳一、土井基之、福光富則、居森正而、犬養吉晴、岩根宏行、片山康雄、川本平山、小坂和也、
國貞繁樹、丸山夏樹、松井浩明、宮﨑雅史、中村善一、岡本営松、岡村和則、大角雄三、大手悟郎、眞田信二、芝田堅志、
高山雅之、谷本光音、鳥越貞成、内山満義、内海睦雄、吉田啓一、古和　聡

倉吉東RC
米子東RC
松江南RC
新見RC

津山RC

津山中央RC
岡山後楽園RC

ポリオプ ラス にご 寄 付 い た だ い た 方 々
福間邦夫、石田晴吾、岩永邦夫、岩成健治、金山冶正、川上好之、北島清秀、北島建孝、小池隆男、洪　淳永、前島健二、
室家隆一、中島孝晃、中島雄三、西尾　崇、小田川博俊、千家尊祐、曽田利広、手銭正之、手銭盛隆、上野良亮、山崎茂樹、
吉田博晴、吉川良一、岩石秀一、加藤幹夫、小池　浩、森山信雄、小川美樹、和田晶夫、渡部卓史、山根俊二、渡部　稔、
川角直人、竹並一人、草谷ちあき、小田基明、春日英寿、廣澤　努、鶴見純平、石部厚夫、野村広子、林　孝宣、松浦克美、
山崎充史、大隅正弘、田邊達也、石田　健、木村健治、高橋　豊、小村淳浩、成相智久、山本成二、錦織和雄、糸賀　巧、
山崎理恵
土井基之、福島正春、松井浩明、岡本営松

大社RC

岡山後楽園RC

クラブポリオプラス寄付
100ドル
1,500ドル

大社RC
浜田RC

新会員のご紹介
地 区 だ より【2016年❷月】

椿　幹子
津山西RC

高旗博文
岡山備南RC

常安亮次
玉野RC

清水英樹
児島RC

三島一男
出雲南RC

松井修一
出雲RC

鷲澤美紀
境港RC

廣谷直樹
鳥取北RC

田中弘之
岡山中央RC

坂根　裕
鳥取北RC

山崎理恵
大社RC

室﨑拡勝
江津RC

原田一成
笠岡RC

植月芳夫
津山中央RC

末田敬三
津山中央RC

ロータリー財団への寄付

田原茂穂
新見RC

加藤清一
新見RC

原田明成
出雲南RC
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河本秀生
津山RC

2

伊澤正信
岡山南RC

6

藤井雅司
牛窓RC

2

服部恒雄
牛窓RC

4

野間田節雄
倉吉東RC

福代新治
出雲南RC

坪井俊郎
岡山東RC

大口寄付者
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メモリア ル ・ コントリビュー タ ー
米子南RC　前田壽美 がご母堂 前田絃子　のために

日時：2016年2月14日（日）10：30～12：00
会場：米子コンベンションセンター 6F 第8会議室

第４回諮問委員会報告
〈協議事項〉
①（WCS）地区世界社会奉仕委員長の森田昭一郎パストガバナーより地区世界社会奉仕事業について、出雲RCの申

請のとおり実施に取りかかることで承認された。

〈報告事項〉
１．地区ガバナー事務所より報告

①庄司 尚史地区ガバナーエレクトより国際協議会報告　②米山奨学生選考結果について　③2015-16年度 
第2690地区組織図について　④行事予定について　⑤台湾南部地震災害に対し地区として義捐金のとりまと
めはしないとの報告　⑥国際大会地区目標500名の登録完了の報告

２．地区ロータリー財団事務所より報告　　　　　　　　　   ３．庄司尚史 地区ガバナーエレクト事務所より報告

訃　報 謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈りします。

蜂谷俊夫
岡山西南RC

逝去日／2016年2月25日
享　年／90
入会日／1969年4月7日

安井昭夫
倉敷RC

逝去日／2016年2月9日
享　年／86
入会日／1996年5月30日

後藤大典
児島東RC

逝去日／2016年2月20日
享　年／88
入会日／1973年10月15日

境港ロータリークラブのホームページを
リニューアルし、URLが下記の通り変更に
なりました。  

http://sakaiminato-rc.com/

■ お 知 ら せ



　わが国においても出産と乳幼児の育児には多くのリ
スクが伴いますが、開発途上国ではもっと頻繁に母子
の命を守ることができない事態が発生します。現在、
栄養失調や不十分な医療・衛生のために亡くなる5
歳未満の子どもは年間世界で7百万人と言われ、また
産前・産後の医療体制の不備で亡くなる妊産婦も特
に開発途上国を中心に多数あると聞きます。ロータ
リーはこのような子どもと母親の命を救う活動に力を
入れており、教育・予防接種・お産キット・移動診療
所等を提供し、母親たちへは子どものエイズ感染予防
法・母乳の与え方・健康管理の方法を学ぶ講習を実
践・奉仕しています。また、妊産婦が産前・産後に
適切な医療を受け、訓練された保健従事者のサービ
スを受けられれば、これまでは死亡していた妊産婦の
80％は救えるとの調査もあり、教育と専門家の育成支
援も重要であるとされています。

　RIのHPによれば、ナイジェリアのRI9125地区とド
イツのワイゼンブルグRCの提唱により、母子の死亡
率が世界で2番目に高かったナイジェリアで、長年に
わたる産科医療と助産術の高度化教育とそのための
施設を提供するなどにより、妊婦死亡率を60％減ら
すことに成功し、同時に出産が長時間にわたることに
よって引き起こされる女性への障害を予防する教育や
治療を続けて、大きな成果をあげています。また、同
時に衛生向上のための水施設や蚊帳の提供に加え、
女性の生計手段を支える小口融資制度も整備して、
女性の経済的自立を可能としています。このプロジェ
クトは、元薬品会社役員でドイツのPDGであるロー
バート・ジンザーさんが、自分の経験に基づいて考案
し、率先して奉仕実践したものだそうです。
　ロータリー財団と東アフリカのアガ・カーン大学が
協力して、看護専門家に奨学金を支給して同大学の
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2015‒16年度
国際ロータリーのテーマ

2015‒16年度
国際ロータリーのテーマ

キャンパスで母子の健康向上を目指すスキルと知識
の教育活動を支援しています。ロータリーからは奨学
生一人に対し約14千ドルが提供され、授業料・居住
費・教科書代等に充てられます。ウガンダからこの事
業に第一期生として参加したアウォーさんは、南スー
ダンの紛争地域で働いていた時に、適切な医療が提
供されないことで母子の健康に大きな支障が出る事
例を多数見てきたそうです。この経験から同大学で看
護師の資格と看護学の学士号を取得して優秀な成績
で卒業した後、地域の母子の健康向上に貢献してい
ます。また、この事業ではウガンダのロータリアンが

コーディネーターとなって、学生の個人指導に当たり、
学生の自信を高め、職業人としての意識教育や、ロー
タリーの「奉仕の心」を学生に伝えることに協力してい
るそうです。
　幸いにも、日本では出産前後に母子の健康に支障
が出ることは現在では極めてまれであり、仮にあって
も迅速な対応で事なきを得ることが多いのですが、世
界ではまだまだ教育や施設の充実が必要とされてい
るところがたくさんあります。母子の健康を改善する
ために、ロータリアン各位が温かい「GIFT」となってく
ださることを心からお願い申し上げます。
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クラブ名 Make-up 後
出席率（％）

ホームクラブ
出席率（％） 例会数

会　員　数
7 月 1 日 2 月末 内女性会員 増減

第
1
グ
ル
ー
プ

智 頭 77.50 62.50 4 10 10 0 0
倉 吉 95.91 79.09 4 57 58 2 1
倉 吉 中 央 89.00 67.00 4 23 25 2 2
倉 吉 東 94.30 74.96 3 43 44 4 1
鳥 取 100.00 78.21 3 58 60 3 2
鳥 取 中 央 78.00 76.50 5 39 40 0 1
鳥 取 北 89.29 86.73 4 49 51 5 2
鳥 取 西 82.61 74.46 4 48 46 0 ▲ 2

計（８） 88.33 74.93 ─ 327 334 16 7

第
2
グ
ル
ー
プ

境 港 89.03 74.08 3 41 50 1 9
米 子 79.58 53.05 4 65 70 3 5
米 子 中 央 79.83 73.83 3 39 38 2 ▲ 1
米 子 東 74.26 62.07 4 100 102 7 2
米 子 南 79.72 64.34 5 59 61 3 2

計（５） 80.48 65.47 ─ 304 321 16 17

第
3
グ
ル
ー
プ

松 江 91.62 72.04 3 64 70 0 6
松 江 東 93.44 82.87 3 62 63 1 1
松 江 南 94.53 85.20 4 65 66 4 1
松江しんじ湖 91.94 69.38 4 56 55 9 ▲ 1
隠 岐 西 郷 86.90 72.62 4 23 22 0 ▲ 1

計（５） 91.69 76.42 ─ 270 276 14 6

第
4
グ
ル
ー
プ

平 田 85.00 80.83 3 45 45 2 0
出 雲 82.61 67.93 4 48 49 3 1
出 雲 中 央 84.78 75.55 5 46 46 3 0
出 雲 南 97.30 82.63 4 64 64 7 0
大 社 82.24 59.03 3 47 56 3 9

計（５） 86.39 73.19 ─ 250 260 18 10

第
5
グ
ル
ー
プ

江 津 86.23 80.15 4 37 37 2 0
浜 田 90.53 80.84 3 55 57 1 2
益 田 98.44 82.81 4 18 16 1 ▲ 2
益 田 西 80.56 66.67 4 28 27 2 ▲ 1
大 田 97.73 84.09 3 30 30 4 0

計（５） 90.70 78.91 ─ 168 167 10 ▲ 1

第
6
グ
ル
ー
プ

井 原 80.65 70.32 4 41 43 2 2
笠 岡 95.08 84.70 4 50 51 0 1
笠 岡 東 90.38 85.26 4 39 40 1 1
新 見 84.06 81.16 3 24 23 2 ▲ 1
総 社 80.43 78.26 3 35 34 6 ▲ 1
総社吉備路 80.80 79.20 4 32 34 2 2
高 梁 77.98 72.62 4 43 43 1 0
玉 島 88.54 86.46 4 26 26 1 0

計（８） 84.74 79.75 ─ 290 294 15 4

クラブ名 Make-up 後
出席率（％）

ホームクラブ
出席率（％） 例会数

会　員　数
7 月 1 日 2 月末 内女性会員 増減

第
7
グ
ル
ー
プ

児 島 71.59 61.36 3 27 33 1 6
児 島 東 94.12 78.27 4 20 18 0 ▲ 2
倉 敷 99.19 79.27 3 86 89 1 3
倉 敷 中 央 72.92 72.92 4 13 15 5 2
倉 敷 東 97.32 91.28 4 38 41 3 3
倉 敷 南 87.88 64.67 3 53 55 2 2
倉 敷 水 島 93.24 89.04 4 20 22 0 2
倉敷瀬戸内 88.16 84.62 4 39 38 2 ▲ 1

計（８） 88.05 77.68 ─ 296 311 14 15

第
8
グ
ル
ー
プ

真 庭 83.22 76.92 4 35 37 0 2
美 作 83.84 83.84 3 34 33 1 ▲ 1
津 山 73.56 56.90 4 87 89 3 2
津 山 中 央 93.83 88.75 3 25 27 2 2
津 山 西 86.72 81.10 4 32 33 6 1

計（５） 84.23 77.50 ─ 213 219 12 6

第
9
グ
ル
ー
プ

赤 磐 86.11 77.78 3 12 12 0 0
備 前 72.41 64.08 4 57 58 8 1
岡 山 90.48 70.98 4 106 106 0 0
岡 山 東 92.68 84.91 3 96 97 0 1
岡 山 北 西 93.57 77.90 5 54 58 3 4
岡山後楽園 88.68 72.96 3 52 53 0 1

計（６） 87.32 74.77 ─ 377 384 11 7

第
10
グ
ル
ー
プ

岡 山 旭 川 89.03 73.76 4 24 23 2 ▲ 1
岡 山 中 央 82.48 62.31 4 38 37 2 ▲ 1
岡 山 北 92.07 81.10 4 36 41 1 5
岡 山 南 85.27 67.49 4 155 162 16 7
玉 野 88.23 75.00 4 35 37 0 2
牛 窓 95.00 95.00 4 5 5 0 0

計（６） 88.68 75.78 ─ 293 305 21 12

第
11
グ
ル
ー
プ

岡 山 備 南 88.24 77.06 4 33 34 2 1
岡 山 城 91.35 82.35 4 24 27 1 3
岡 山 岡 南 76.04 62.77 4 29 26 3 ▲ 3
岡山丸の内 81.10 63.41 4 41 42 2 1
岡 山 西 92.70 76.16 5 69 74 4 5
岡 山 西 南 86.57 69.01 4 57 56 3 ▲ 1

計（６） 86.00 71.79 ─ 253 259 15 6

クラブ数 6 7 R C
2015 年 7 月 1 日会員数 3 , 0 4 1 名
2016 年 2 月末日会員数 3 , 1 3 0 名
内　女性会員数 1 6 2 名
純増 8 9 名

2 月出席率 Make-up 後　　　8 6 . 9 9 ％
ホームクラブ　　　7 5 . 3 8 ％

地
区
ク
ラ
ブ
内
の
状
況

出 席 報 告 （2016年 2月）


